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　　「青年文化会議」の設立と内田義彦
The Foundation of SeinenBunkaKaigi
and Yoshihiko Uchida
竹　本　　　洋 　
The SeinenBunkaKaigi, established in 1946, was a group of young
scholars and artists below the age of forty. Yoshihiko Uchida(1913-89),
historian of economics, participated in it as one of the active members












ら と私にはみえる 時間を割くことを惜しまなかった。1) 文明批評的な
色合いをもつこれらのエッセイや対談によって、学界という狭い世界を越えて
広い読者層に恵まれ、ファンともいえる支持者を獲得したのである。死の 3か
1) 内田義彦「考えてきたこと、考えること」『専修大学社会科学研究所月報』235 号、1983 年 2
月、『内田義彦著作集』第 1 巻、岩波書店、1988 年収録、304 ページ。
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2) 『内田義彦著作集』第 7 巻、1989 年の「後記」611 ページ。この後記は 1988 年 12 月 7 日
の日付がうたれている。内田の死は 1989 年 3 月 19 日のことである。
3) 内田義彦『学問への散策』岩波書店、1974 年、『内田義彦著作集』第 6 巻、1988 年に収録、311
ページ。


































7) 内田義彦『経済学の生誕』未来社、1953 年、『内田義彦著作集』第 1 巻、1988 年、297 ページ。
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9) 瓜生忠夫『放送産業－その日本における発展の特異性－』法政大学出版局、1965 年、6 ページ。
野間宏「私のゼロ時代」『野間宏作品集 9』岩波書店、1988 年、98 ページ。中村によれば、中
村、瓜生、櫻井、野間で最初に会議結成の話し合いがなされたという（中村哲「丸山君の戦中・
戦後の日々」『丸山眞男集』第 14 巻、岩波書店、「月報」14、1996 年 10 月、4 ページ）。
10) 『文化会議』第 1 号、1946 年 1 月 20 日、71 ページ。なお、1 月 20 日は表紙に書かれた日
付、奥付では「1 月 20 日印刷、1 月 25 日納本」とある。なお私の閲覧した『文化会議』は、
法政大学沖縄文化研究所・中村哲文庫のものである。同研究所の厚意に記して感謝する。これと
は別に、昭和 21 年 2 月 5 日印刷、同 2 月 8 日納本の奥付をもつ「会員名簿」が発行されたよ
うだが、中村文庫には見つからないとのことである。瓜生によれば、かれが手書きで増補した分
を含めて 65 名近くの会員が載っていたという（瓜生、前掲『放送産業』17 ページ）。
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戦後第一声である「新聞と民主主義」が、会議準備中の 45年 11月 11日発行
の『大学新聞』（第 40号）に掲載され、その後も同紙への内田の寄稿が以下の
ように続いたことが、それを傍証している。同年 12月 1日の「食糧問題とそ
の掘り下げ」（第 46号）、年を越して 46年 2月 1日の「“神話”の克服へ
民衆の一員としての自覚と自信 」（第 50号）、4月 1日の「生活力の欠如」
（第 56号）。さらに名を改めた『帝国大学新聞』にも寄稿が続き、5月 1日発
行の「“魔術”からの解放 文化闘争の本質と任務（一） 」（第 984号）、
5月 21日の「〔書評〕レーニン『国家と革命』」（第 986号）、9月 10日の「ナ



































稿を募集。想像以上の好成績で 12月中に大体の原稿が到着。昭和 20年 12月
31日、敗戦の苦悩を込めた年の最後の日、幹事参集して文化会議の今後に就




































































































































































































































































































1976 年、『丸山眞男集』第 3 巻、1995 年、5 ページ。
19) 中村、前掲「丸山君の戦中・戦後の日々」4 ページ。
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20) 木下順二『あの過ぎ去った日々』講談社、1992 年、51 ページ。もっとも「すこしのち……下村
正夫の関係で、木下順二も〔会議の〕文学・芸術班」に加わったという（飯田泰三、前掲「中村
哲の生涯と学問」92 ページ）。






































経済学論究第 63 巻第 3 号
2年のうちに会議を去らざるをえない年齢に達していた。それを承知で彼らは
参加したのである。会議の中心メンバーの中村哲が 33歳、内田義彦が 32歳、





















































































35) 石崎津義男『大塚久雄 人と学問』みすず書房、2006 年、80-81 ページ。なお大塚は、『近代欧






著作集』第 2 巻、岩波書店、1969 年、8 ページ）。このように大塚は、戦後改革とりわけ農地
改革が戦時中の自分のイギリス経済史研究の成果（主張）と直結するものであるとし、さらには




























38) 中村、前掲「丸山君の戦中・戦後の日々」4 ページ。川島は、1941 年と 42 年に書いた「統制経
済における法と倫理」（『経済統制年報』第 1 巻第 1 号）および「自由経済における法と倫理倫





経済学論究第 63 巻第 3 号
議』第 1号を刊行したが、その機関誌名は『青年文化会議』ではなかった。そ





















































反封建を基礎として、20 代、30 代の進歩的文化人をもうら、昨年 2 月に誕生し

































43) 宇野良雄は安藤良雄の誤記と思われる。1946 年 10 月 13 日に、青年文化会議の後援のもとに
「わが青春に悔いなし」の映画会が開催されたが、上映後の批評会の出席者の一人に安藤良雄の名
があるし（『帝国大学新聞』46 年 10 月 16 日号）、また中村哲は、青年文化会議結成にあたっ
て、経済の「安藤良雄、田代正夫」に声をかけたといっているからである（中村哲『不安と反
抗』法政大学出版局、1954 年、85-86 ページ）。





























45) 中村稔『私の昭和史・戦後篇上』青土社、2008 年、189 ページ。
46) 本多秋五『物語 戦後文学史（全）』新潮社、1966 年、
47) 柘植秀臣『民科と私－戦後一科学者の歩み－』勁草書房、1980 年、88-89 ページ。
|731|


























































眞男・緑川亨・吉野源三郎「（座談会）『平和問題談話会』について」『世界』1985 年 7 月臨時
増刊号、『丸山眞男座談 9』岩波書店、1998 年収録、143-144 ページ。
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